
令和４年度 第１回 蒲小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

   

 

１  開催日時    令和４年度４月２８日（木） 

２  開催場所    蒲小学校 大会議室 

３  出席委員    稲垣 邦圓、原 利夫、長谷川 由美子、宮下 まゆみ、名倉 義郎 

           佐野 真希、早川 奈穂子 

４  欠席委員 なし 

５  オブザーバー 

６  学校支援コーディネーター 参加無し 

７  学   校   鈴木 竜一（校長）中島 利美（教頭）尾上 清（教頭）平 章（コミュニティ・ 

           スクール担当）磯部 陽子（CS ディレクター） 

８  教育委員会   小川 誠司（教育総務課） 

９  傍聴者     なし 

１０ 協議事項 

   ⑴ 会長の選出及び副会長の指名について 

   ⑵ 議長の選出について 

   ⑶ 蒲小学校運営基本方針について 

   ⑷ 夢育やらまいか事業について 

１１ 会議録作成者 CS ディレクター 磯部 陽子 

１２  会議記録 

    司会（中島教頭）から、委員総数７人のうち７人の出席があり、過半数を超えているため、 

   会議が成立している旨の報告があった。 

   ⑴ 会長の選出及び副会長の指名について 

     司会から、会長の選出を求めたところ、委員の方々から稲垣委員を会長に推挙する旨の発言 

     があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選任された稲垣委員から、長谷 

     川委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

 

   ⑵ 議長の選出について 

     司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、会長ご本人より議長のお申し出        

     があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

   ⑶ 蒲小学校運営基本方針について 

     議長の指示により、校長から別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があり、委員 

     からは、以下の発言があった。 

     ・ニュースで教員不足と聞いているが、蒲小はどうか。（長谷川委員） 

→ 現段階４月のスタート時に担任がいないということはない。浜松市は３０人学級を推 

 奨しているが、１年生は入学時の人数調整などで３２人学級になっている。（校長）                      



     ・障害をもった子供の対応が不十分ではなかったか。佐藤小と比べるとどうか。佐藤小は、１ 

      人に何人も教員がついてくれたりする。（宮下委員） 

      → 佐藤小は他地区からも受け入れをしていて、情緒、知的など、多様に受け入れている。 

       担当職員数も多い。蒲小では、支援を必要とする児童数が多く、職員数も限られているた 

め、一人一人が必要とする対応を、なかなか充分にできず、手が回っていないのが現状。 

しかし、他校と同様に、一人一人の支援計画を作成して取り組んでいる。(校長) 

     ・小中学校の部活動について、現状はどうか。（原委員） 

      → 小学校では、なかなか時間をかけて部活動はできない。1 人の教師に負担がかからない 

       ようにして、行っている。他の地域では無くなっている小学校もあるが、水泳と陸上につ 

いては、体力をつける意味もあって行っている。（校長） 

     ・勤務時間内に教員は帰宅できるのか。市全体で組織的に帰れるようにしてほしい（会長） 

      → 定時の４時半に帰ることはなかなか難しいが、会議自体を早く開始したり、6 時半を目 

       安に声をかけたりして、少しずつ早く帰れるようにしている。（尾上教頭） 

        留守番電話に切り替わるようになり、放課後の対応が少なくなった。その分、子供たち 

       との触れ合いが密になるように心掛けたい。（校長） 

     ・子供が泣いて、ストレスでイライラした時、どのような対応をしているのか。（早川委員） 

      → 子供がイライラした時に、ほかの場所でクールダウンさせたり、その都度子供に合わ 

       せたりして対応している。子供を落ち着かせる方法として、落ち着くための手順をカー 

ドで子供に示しながら対応していくようにもしている。カードを作成して、どうしてイラ 

イラしたり、泣いたりしているのか理由を言葉にしてみようと声を掛けながら行ってい 

る。（平） 

     ・いじめの問題もあるので、明確に対応していってほしい（会長） 

     協議の結果、全員異議無くこれを承認した。 

 

   ⑷ 夢育やらまいか事業について 

     中島教頭から、「夢育やらまいか事業」について、以下の説明があった。 

     ・「夢育やらまいか事業」の予算として、例年の予算に 6 万円が加算された。加算分について 

は、花の苗を児童の手で育てる活動に役立てたい。学校があたたかい居場所となったり、児 

童が四季を感じて豊かな情操教育につながったりすると考える。 

長谷川委員から、例年の「夢育やらまいか事業」の予算執行について質問があった。 

→ 外部講師を招いた費用や、クラブ活動、タブレットなどの環境整備に使用している。（尾 

上教頭） 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

   ⑸ その他の報告事項等 

     教頭から、第 2 回運営協議会は、令和４年 9 月 30 日（金）13 時 30 分から、第３回運営協議 

会は、令和５年２月１日（水）13 時 30 分から開催する予定である旨の報告があった。   

    


